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広げよう「福祉の和」！！
みやこ町になって２回目の「福祉のつど

い」。10月13日に「犀川コミュニティーセンタ
ーいこいの里」で開催され、約千人の参加者
でにぎわいました。このつどいは、平成6年に
旧勝山町社会福祉協議会の主催でスタート
しました。多くのボランテｲアのみなさんに支
えられながら、通算12回目を数えます。
今回のテーマは、「みんなでつなげよう 福

祉の和」。この時だけでなく、1年を通じて
「和」が広がってほしいものです。

みやこ町みやこ町 第8号

平成19年11月発行

みやこ町福祉のつどい（犀川コミュニティーセンター いこいの里）
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町
長
提
出
（
26
件
）

諮　
　

問
（
１
件
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
土
地
開
発
公
社
の
解
散

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
後
期
高
齢
者
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書（

賛
成
少
数
で
否
決
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

■
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計
画
の
中

止
等
の
意
見
書（

賛
成
多
数
で
可
決
）

条
例
の
制
定·

一
部
改
正
（
３
件
）

■
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
議
会
事
務
局
設
置
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
議
会
決
算
特
別
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

組
合
規
約
の
変
更
（
１
件
）

■
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補
正
予
算
（
４
件
）

■
一
般
会
計

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
介
護
保
険
特
別
会
計

議
員
提
出
（
７
件
）

■
消
防
組
織
法
の
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

土
地
開
発
公
社
の
解
散（
１
件
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
３
件
）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

町
道
路
線
の

　

認
定
・
廃
止
（
２
件
）

■
町
道
路
線
の
認
定

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
町
道
路
線
の
廃
止

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
簡
易
水
道
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

18
年
度
決
算
（
11
件
）

■
み
や
こ
町
の
18
年
度
決
算（継

続
審
議
）

■
み
や
こ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

（
賛
成
少
数
で
否
決
）
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9月議会で可決された意見書

「東九州自動車道｣早期実現をめざして
10月13日㈯サン・グレートみやこで「東九州自
動車道福岡県北東部建設促進大会」が沿線自治体・
地元住民・企業など関係者約500人が参集し開催さ
れました。第1部「みやこ町郷土芸能」に続き、第2
部では釜井豊前市長が「大会決議」を力強く提案朗
読し、これを満場一致で決定しました。
高速交通網の整備の遅れている東九州地域の交通
ネットワークの一環として整備されるこの道路は、
平成18年2月26日に北九州JCT～苅田北九州空港IC
間(8.2㎞)が供用開始され、現在、苅田北九州空港IC
～豊津IC間は整備計画区間として事業着手してお
り、完成は平成26年度に予定されています。

昨年６月の通常国会において医療制度改革関連法案が可決成立しました。
これにより、今後現在の38万床ある療養病床のうち23万床（約６割）が削減されることになりました。こ
れを福岡県に当てはめると、現在約26,000床ある療養病床のうち、7,000床ある介護保険病床は全廃され、約
19,000床の医療療養病床は11,000床程度に削減されることになります。また、昨年10月から医療療養病床に
入院する70歳以上の患者さんのうち医療の必要度が低いと見放される患者さんの食費・居住費が保険給付か
ら外されることになりました。該当の入院患者さんは、大幅な負担増を強いられ、入院継続が困難になり、や
むなく退院する方が少なくありません。
昨年７月１日から、療養病床の削減計画を先取りする形で、療養病床に医療区分が導入され、約半数が入院
区分１とされ、入院基本料が大幅に削減されました。このことにより大幅な減収に追い込まれ、やむなく閉院
に追い込まれる病院が全国で相次いでいます。療養病棟や老人保健施設、特別養護老人ホームの３施設では待
機者が多く、入院（入所）までに数ケ月から数年かかると言われています。特に特別養護老人ホームの待機者
は全国で３８万人、福岡県では16,024人（平成16年10月現在）となっており、このような状況の中でさらに
療養病床が削減されるなら、多くの問題が発生します。すでに退院や退所になり、在宅生活が困難で餓死や殺
人に至る痛ましい事件が起こっています。このまま行けば、多くの療養病床をもつ医療機関が経営破綻に追い
込まれる一方、どこにも行き場のない｢医療難民｣「療養難民」が各地であふれることは明らかです。
こうした中で、住民の身近にあって地域医療や介護に重要な役割を担っている中小病院や有床診療所の入院
機能をより充実、拡大させることが求められています。つきましては、地域住民が、いつでも、どこでも安心
して医療や介護を受けられるようにするために、下記の事項を要請いたします。
【要請項目】
１.療養病床の削減計画を中止すること。
２.国民が安心して暮らせるように、介護保険事業計画の参酌標準を見直し、医療、介護、福祉制度や施設等
の基盤を充実させること。

可決
療養病床の廃止・削減計画の中止等の意見書

光吉さわ子議員に総務大臣感謝状
みやこ町議会議員　光吉さわ子議員(78)が地方議
会議員として35年以上在職し、地方自治の発展に顕
著な功労があったと認められ、総務大臣から感謝状
が贈呈されました。
10月17日、東京で行われた贈呈式には全国町村
議会議員23人の授与者一人として出席し、受賞の喜
びを「住民の声を行政へと、頑張ったことが認めら
れて嬉しい」と述べられました。
光吉さわ子議員は、昭和47年3月に旧勝山町議会
議員として初当選以来、現在10期目。議員歴35年
８ヶ月の大ベテラン。今後ますますのご活躍を期待
します。

開
催
地
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
白
石
町
長

注：東九州自動車道
「九州の東側、北九州市を起点として福岡・大分・宮崎・鹿児島
 の各県を結び鹿児島市にいたる全長約436㎞の高速道路」

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
場
に
て
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問 

同
和
問
題
を
は
じ
め
女
性
や
子

ど
も
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
が
今
な
お
存
在
す
る
。
な
か
で

も
同
和
問
題
の
解
決
に
は
な
お
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
人
権
・
同
和
問
題
の
現

状
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
、
町
の
方
針

を
定
め
人
権
・
同
和
教
育
を
全
力
で
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

答 差
別
の
な
い
人
権
の
町
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う

柿 野 義 直
議　員

民
生
委
員
の
役
割
に
期
待

問 
北
九
州
市
で
は
生
活
保
護
辞
退

後
に
孤
独
死
す
る
と
い
う
事
態

が
起
き
て
い
る
。
社
会
的
に
弱
い
立
場

の
人
た
ち
に
対
す
る
気
配
り
や
施
策
の

充
実
は
現
場
の
実
情
や
声
を
行
政
が
敏

感
に
感
じ
と
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の

で
は
な
い
か
。
地
域
と
密
接
に
か
か
わ

っ
て
い
る
民
生
委
員
の
役
割
に
期
待
す

る
。

答 
真
に
差
別
を
な
く
し
て
い
く

意
思
と
実
践
力
を
育
て
る
人

権
・
同
和
教
育
を

答 

（
教
育
長
）

同和問題啓発に町をあげて取組んでいます

一  

般  

質  

問

一  

般  

質  

問

一  

般  

質  

問
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分
別
ゴ
ミ
収
集
の
コ
ン
テ
ナ

方
式
の
問
題
点
を
問
う

問 

来
年
四
月
開
始
に
向
け
て
の
作

業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答 問 

各
説
明
会
で
苦
情
や
要
望
が
出

た
と
思
う
が
そ
の
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答 金
で
は
か
え
ら
れ
な
い
自
主
活
動

　
　

エ
コ
活
動
を
生
か
せ

光吉さわ子
議　員

問 
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
、

環
境
団
体
の
エ
コ
活
動
は
金
で

は
か
え
ら
れ
な
い
自
主
活
動
で
あ
る
。

古
紙
回
収
の
廃
止
は
、
合
併
協
議
会
で

決
ま
っ
た
の
か
。

答 問 

今
年
度
は
、
分
別
収
集
地
区

助
成
金
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
が
、
改
正
後
も
各
区
の
助
成
は
継
続

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
説
明
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
33
項
目
あ
り
、
住
民
も
大

変
な
努
力
と
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

答 問 

町
環
境
保
全
審
議
会
条
例
が
あ

る
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
環
境
問

題
を
総
合
的
に
考
え
る
等
、
分
別
収
集

業
務
へ
の
住
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
総
合
的
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。

問 

し
尿
の
持
ち
込
み
量
に
応
じ

て
、
36
ℓ
当
た
り
５
円
を
徴

収
す
る
条
例
が
あ
る
の
に
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
18
年
度
の
搬
入
数
量
を

５
円
で
計
算
す
れ
ば
金
額
は
い
く
ら

犀川地区で行われている分別収集

豊
前
広
域
し
尿
処
理
施
設
組
合
条
例

で
定
め
て
い
る
使
用
料
を
汲
み
取
り

業
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
で
な
い
か

に
な
る
か
。

答 問 

自
治
体
財
政
逼
迫
の
現
状
で

あ
る
。
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。答 問 

増
収
に
な
り
、
他
の
町
で
も
住

民
か
ら
の
く
み
取
り
料
金
に

上
乗
せ
し
な
い
よ
う
業
者
も
企
業
努
力

を
約
束
し
て
い
る
。
白
石
町
長
は
組
合

の
副
組
合
長
で
も
あ
る
の
で
話
し
あ
い

を
求
め
る
。

答 
答 
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問 

住
宅
団
地
開
発
事
業
は
、
旧
犀

川
町
の
定
住
促
進
事
業
だ
と
理

解
し
て
い
る
。
定
住
促
進
策
は
み
や
こ

町
に
な
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
住
宅
団
地
基
本
構
想
の

完
成
は
合
併
直
前
の
平
成
18
年
３
月
。

平
成
19
年
度
の
当
初
ま
で
そ
の
存
在
さ

え
も
説
明
は
な
か
っ
た
。
予
算
審
議
直

前
に
配
布
さ
れ
た
の
は
鳥
瞰
図
と
、
配

置
図
、概
略
年
度
計
画
図
の
３
枚
だ
け
。

こ
う
い
う
大
型
事
業
は
、
事
業
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
し
、
充
分
審
議
を
つ
く

す
べ
き
だ
。

基
本
構
想
に
よ
る
と
、
開
発
面
積
の

約
半
分
、
17

 

ha
を
緑
地
（
普
通
財
産
）

の
ま
ま
残
す
と
い
う
計
画
だ
。

地
方
自
治
法
で
は
「
地
方
公
共
団
体

住
宅
団
地
開
発
事
業
の
再
検
討
を

原田さやか
議　員

問 

財
産
管
理
は
大
変
重
要
な
業

務
だ
。
土
地
台
帳
の
整
備
が
で

き
て
い
る
の
か
を
尋
ね
る
。

答 問 

条
例
に
多
く
の
不
備
が
あ
る
。

早
急
に
整
備
す
る
べ
き
。

答 問 

危
険
箇
所
の
把
握
を
し
、
安
全

対
策
を
講
じ
る
こ
と

答 

住宅開発計画予定地（犀川古川地区）

は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
つ
て

は
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

地
方
財
政
法
に
は
「
地
方
公
共
団
体
の

財
産
は
、
常
に
良
好
の
状
態
に
お
い
て

こ
れ
を
管
理
し
、
そ
の
所
有
の
目
的
に

応
じ
て
最
も
効
率
的
に
、
こ
れ
を
運
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
加

え
て
、
み
や
こ
町
の
財
政
は
平
成
17
年

度
決
算
で
経
常
収
支
比
率
が
１
０
３
．

２
％
と
大
変
厳
し
い
。

開
発
面
積
が
37

 

ha
、
こ
の
う
ち
17

 

ha

は
緑
地
で
販
売
の
対
象
で
は
な
い
と
い

う
こ
の
基
本
構
想
は
き
わ
め
て
無
駄
の

多
い
計
画
で
あ
り
、
町
有
財
産
の
非
効

率
的
な
運
用
と
し
か
な
り
え
な
い
。
み

や
こ
町
は
今
後
、
少
し
の
無
駄
も
許
さ

れ
な
い
財
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

住
宅
団
地
開
発
事
業
全
体
の
再
検
討

を
求
め
る
。

答 

問 

予
算
計
上
ま
で
、
役
場
内
部
で

の
調
整
会
議
な
ど
で
検
討
し
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
長

期
に
わ
た
る
事
業
で
あ
り
、
損
失
が
出

る
可
能
性
も
あ
る
。
平
成
19
年
5
月
、

「
み
や
こ
町
行
財
政
改
革
推
進
本
部
設

置
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
行
財

政
改
革
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ
て
歳
入

歳
出
の
見
直
し
を
徹
底
的
に
行
う
、
と

い
う
説
明
が
あ
っ
た
。「
行
財
政
改
革

推
進
本
部
」
を
早
急
に
発
足
さ
せ
て
、

こ
の
事
業
に
つ
い
て
徹
底
的
に
協
議
を

す
る
ま
で
申
請
業
務
、
測
量
、
地
質
調

査
な
ど
の
予
算
執
行
は
凍
結
す
べ
き
で

町
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

あ
る
。

答 
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生
産
販
売
高
の
目
標
は

問 

平
成
18
年
度
の
み
や
こ
町
の
ゴ

ミ
処
理
経
費
は
、
約
４
億
９
千

万
円
。
こ
の
経
費
削
減
を
考
え
、
家
庭

か
ら
で
る
可
燃
ゴ
ミ
の
４
割
を
占
め
る

と
い
わ
れ
る
生
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て
問

う
。
こ
こ
数
年
間
の
量
の
推
移
は
。
ま

た
軽
量
化
の
為
の
現
状
の
施
策
と
、
今

後
の
更
な
る
対
策
は
。

答 生
ゴ
ミ
の
軽
量
化
促
進
を

武 田 光 雄
議　員

問 

町
有
バ
ス
使
用
基
準
に
各
種
団

体
の
利
用
は
、
特
例
は
あ
る
が

年
１
回
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
団
体

よ
り
利
用
回
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
と

の
声
を
よ
く
聞
く
。
バ
ス
の
台
数
と
稼

働
率
、更
に
今
後
の
運
行
計
画
を
問
う
。

答 問 

稼
働
率
が
高
く
バ
ス
が
足
り
な

い
状
況
で
あ
れ
ば
、
採
算
性
を

考
え
、
台
数
追
加
提
案
も
視
野
に
入
れ

て
い
た
が
、
ま
ず
は
多
く
の
問
題
を
ク

リ
ア
し
て
稼
働
率
を
上
げ
る
事
を
お
願

い
す
る
。
今
後
、
各
種
団
体
に
対
し
て

の
助
成
は
減
る
事
は
あ
っ
て
も
増
え
る

事
は
な
い
。
せ
め
て
、
バ
ス
利
用
の
回

数
制
限
ぐ
ら
い
は
緩
和
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
。

答 

問 

全
国
各
地
の
自
治
体
で
は
厳
し

い
財
政
を
建
て
直
す
多
く
の
試

み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
み
や
こ
町
で

も
同
様
に
幾
つ
か
の
構
想
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
一
番
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
農
業
振
興
で
あ

り
、
こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
自
治
体
が

目
標
を
掲
げ
、
関
係
部
署
と
一
体
に
な

り
、
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
難
し

い
。
そ
の
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
み

や
こ
町
の
生
産
販
売
高
を
設
定
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答 問 

現
状
の
生
産
販
売
高
、
約
30
億

円
を
、
10
年
で
50
億
円
と
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
町
の
農
地

２
４
０
０
ha
と
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て

い
な
い
畑
や
山
林
を
利
用
す
れ
ば
出
来

な
い
事
は
な
い
と
思
う
。

答 
EM活性液の詰め込み作業

町
有
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

問 

生
ゴ
ミ
軽
量
化
の
た
め
に
行
な

っ
て
い
る
施
策
の
効
果
を
上
げ

る
た
め
の
指
導
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
様
な
生
ゴ
ミ
の
軽
量
化
で
も
、
積

み
上
げ
れ
ば
大
き
な
削
減
に
な
り
、
厳

し
い
財
政
を
好
転
さ
せ
る
基
礎
に
な
る

と
思
う
。

答 
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問 

損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
町

長
自
ら
の
処
分
が
な
け
れ
ば
幕

引
き
と
な
ら
な
い
。
旧
町
長
に
つ
い
て

も
損
害
賠
償
責
任
を
請
求
す
べ
き
。

答 町
長
の
責
任
を
問
う

熊谷みえ子
議　員

不
納
欠
損
処
理
問
題

　
　
　

損
害
賠
償
に
つ
い
て

問 

百
条
委
員
会
で
は
調
査
権
は
あ

っ
て
も
処
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
で
町
長
に
対
す
る
責
任
の
あ
り
よ

う
を
問
う
て
い
た
。

答 問 

宅
地
開
発
で
の
住
宅
需
要
実
態

調
査
は
し
た
か
。

説
明
会
の
開
催
の
報
告
を
求
め
る
。

一
度
に
や
ら
ず
に
宅
地
分
譲
し
、
売

却
費
用
を
当
て
な
が
ら
工
事
を
し
て
い

問 

保
険
料
約
平
均
年
額
６
万
１

千
円
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
２

０
１
５
年
に
は
負
担
率
が
0.8
ポ
イ
ン

ト
増
加
。

心
身
の
特
性
を
い
い
定
額
制
の
診

療
報
酬
を
導
入
な
ど
、
75
歳
以
上
と

い
う
年
齢
で
、
線
引
き
を
図
っ
て
、

保
険
が
き
く
医
療
内
容
が
劣
悪
に
な

る
よ
う
な
医
療
差
別
は
持
ち
込
む
べ

犀
川
住
宅
団
地
の

　
　
　

開
発
計
画
の
凍
結
を

き
で
は
な
い
。

高
齢
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

国
の
負
担
割
合
を
増
額
す
る
よ
う
政
府

に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
抜

本
的
な
是
正
が
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
の

命
と
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
。

答 

く
と
い
う
が
見
通
し
が
甘
い
、
誰
が
責

任
を
取
る
の
か
。

多
大
な
財
政
的
負
担
が
生
じ
る
事
業

で
あ
り
、
計
画
の
凍
結
を
求
め
る
。

答 問 
今
後
22
億
円
を
か
け
る
よ
り

も
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
計
画
を
有

効
に
生
か
し
、
優
良
な
宅
地
が
あ
る
わ

け
で
、
有
効
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

敬老会会場にて
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少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

過
疎
化
対
策
・
荒
廃
し
た

森
林
再
生
を

問 

子
育
て
支
援
事
業
の
取
り
組
み

と
高
齢
者
対
策
と
し
て
地
域
ご

と
に
福
祉
施
設
は
出
来
な
い
か
。

答 町
民
の
声
を
生
か
し
た
町
政
を

田 中 勝 馬
議　員

問 

三
大
都
市
圏
に
住
む
九
州
出
身

の
団
塊
世
代
の
50
％
が
出
身
地

へ
の
ユ
ー
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
が
で
て
い
る
が
、
み
や
こ

町
か
ら
県
外
就
職
さ
れ
て
い
る
実
態
把

握
は
さ
れ
て
い
る
か
。
古
里
へ
の
回
帰

願
望
者
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ユ
ー
タ
ー

ン
希
望
者
の
受
け
入
れ
、
就
職
、
住
居

等
の
対
応
は
考
え
て
い
る
か
。

答 

下刈り作業風景

問 

犀
川
、
勝
山
地
区
の
田
舎
で

は
過
疎
化
が
深
刻
な
状
況
に

あ
り
自
然
消
滅
の
危
機
に
た
た
さ
れ

て
い
る
。
一
日
も
早
く
過
疎
化
対
策

を
求
め
る
。

高
齢
化
が
進
み
森
林
の
管
理
が
行

き
届
か
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
が
、
町

政
と
し
て
具
体
的
対
策
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

答 

回
帰
願
望
者
の

　
　
　

受
入
れ
対
策
は
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問 

交
付
税
の
減
額
、
税
源
の
移
譲

等
に
よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
心
で
あ
る

税
の
徴
収
力
が
問
わ
れ
る
。

徴
収
課
設
置
に
つ
い
て森 　 寛

議　員

企
業
誘
致
（
工
業
団
地
造
成
）

に
つ
い
て

企
業
誘
致
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い

か
。
雇
用
の
場
の
確
保
、
そ
の
他
有
形

無
形
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
。

答 

問 

国
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
地
方

自
治
体
の
財
政
的
自
立
が
、
よ

り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

財
源
確
保
に
向
け
た
、
計
画
立
案
を

す
べ
き
時
で
は
な
い
か
。
北
部
九
州

で
、
自
動
車
生
産
百
万
台
体
制
か
ら
、

百
五
十
万
台
体
制
へ
と
、
自
動
車
産
業

の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

徴
収
課
の
設
置
は
機
を
得
た
改
革
と

思
う
が
、
そ
の
体
制
は
。

答 

問 

実
施
計
画
は
来
年
度
事
業
予
算

の
中
核
を
な
す
も
の
と
思
う

が
、
考
え
方
、
具
体
案
を
伺
い
た
い
。

答 実
施
計
画
策
定
に
つ
い
て

自動車関連企業

新設された徴収対策課

問 
徴
収
手
法
、
手
順
は
。

答 
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問 

さ
き
の
内
閣
の
世
論
調
査
に
よ

る
と
、
69
％
の
人
が
生
活
の
中

で
悩
み
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
内
容

に
つ
い
て
は
老
後
の
生
活
設
計
が
53
％

と
半
数
以
上
が
老
後
を
ど
う
生
き
る
か

心
配
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

敬
老
の
日
、
町
長
は
「
生
き
が
い
を

持
っ
て
余
生
を
」
と
挨
拶
さ
れ
た
が
、

他
市
の
例
を
申
す
ま
で
も
な
く
、「
生

き
が
い
」
で
な
く
自
ら
の
命
を
絶
た
ね

ば
な
ら
な
い
痛
ま
し
い
、
厳
し
い
現
実

が
あ
る
。

高
齢
化
率
の
高
い
本
町
、
施
政
方
針

に
も
「
福
祉
の
充
実
」
は
重
要
課
題
と

位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。
財
政
力
も
弱

く
、
特
出
す
る
も
の
も
無
い
が
、
優
し

い
「
福
祉
の
み
や
こ
町
」
と
し
て
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
他
町
に
さ
き
が

住
民
福
祉
に
ど
う
努
め
る
か

金 房 眞 悟
議　員

経
常
経
費
節
減
に
つ
い
て
は

公
共
施
設
の
管
理
は

け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ま
れ
た

い
。
今
後
具
体
的
な
取
組
み
は
。

又
、20
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
は
現
役
世
代
と

高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
化
し
、
公

平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
と
あ
る
が
、

周
知
、
徹
底
を
。

答 

問 

大
切
な
公
共
施
設
、
管
理
整

備
は
当
然
で
あ
る
が
、
近
郊

住
民
、
隣
接
者
等
に
迷
惑
を
及
ぼ
す

こ
と
は
不
要
な
労
力
と
経
費
を
要
す
。

問 

議
会
毎
質
疑
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
今
日
的
社
会
情
勢
の

中
、数
値
目
標
設
定
等
、そ
の
効
果
は
。

合
併
で
の
事
業
効
果
、
行
政
効
率
化

を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
の
か
。
人

件
費
率
は
。

答 

細
か
な
注
意
を
。

答 

犀川コミュニティーセンター
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現在は住民の憩いの場ともなってお
り、2月には地域イベント｢三重塔まつ
り｣も行われます

議会傍聴に
おいで下さい。
12月の定例会は

ふるさと散歩道（豊
ぶぜんこくぶんじ

前国分寺）

日程が決まり次第、ホーム
ページ・防災無線等でお知
らせします。

「豊前国分寺」概要データ
・指　定　種　寺院・記念物（史跡）
・数　　　量　１件
・所　在　地　みやこ町国分 280 番地１ ほか
・所　有　者　みやこ町・豊前国分寺
（管　理　者）
・指定年月日　昭和 51（1976）年 7月 15 日
・成 立 年 代　８世紀半ば頃（奈良時代）
・法　　　量　指定地面積 14,344.45 ㎡
・特　　　徴　豊前国の仏教文化の拠点としての歴史を伝える
　　　　　　　寺院で、境内は国史跡に指定されています。
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さ
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つ

ふ
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こ
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よ

お
う
じ

が
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ん

め
い
さ
つ

き
し
ゃ

し
の

た
い
ぞ
う
か
い
ま
ん
だ
ら
ず

胎臓界曼荼羅図（部分）


